
　
鉄
道
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
「
い
か

に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
か
」
に
主
眼
を
置
い
て

研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
鉄
道
は
非

常
に
安
全
な
乗
り
物
と
な
っ
て
い
る
が
、
確
率

は
低
い
が
事
故
は
起
き
て
い
る
。
そ
こ
で
「
事

故
被
害
拡
大
防
止
」
の
観
点
か
ら
の
研
究
を
開

始
し
た
。
ま
ず

１

２
０
０
３
―

年
の
発

表
内
容

２

年

月
の
中
越
地
震
に
よ
る

上
越
新
幹
線
脱
線
事
故
を
契
機
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

各
社
で
検
討
さ
れ
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
列
車

の
逸
脱
防
止
対
策

３

現
在
明
星
大
学
で
取

り
組
ん
で
い
る
模
型
車
両
で
の
対
策
効
果
確
認

走
行
実
験
と
今
後
検
討
が
必
要
と
思
え
る
事
柄

に
つ
い
て
述
べ
る
。

月日は「鉄道の日」

明
星
大
学
　
理
工
学
部
教
授
宮
本
昌
幸

被
害
拡
大
防
止
の
研
究

Ｊ
Ｒ
各
社
の
逸
脱
防
止
対
策

Ｌ
型
ガ
イ
ド
効
果
確
認
模
型
実
験

進む鉄道事故被害拡大防止対策

ＪＲ各社の逸脱防止対策

明
星
大
学
で
の
Ｌ
型

ガ
イ
ド
効
果
確
認
模

型
走
行
実
験

　
逸
脱
防
止
車
両
ガ
イ
ド
が
脱

線
時
に
実
際
に
効
果
を
発
揮
す

る
か
の
確
認
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

東
海
で
の
直
線
軌
道
に
お
い
て

の
実
台
車
で
の
実
施
例
も
あ
る

が
、
直
・
曲
線
な
ど
の
軌
道
条

件
、
脱
線
の
形
態
な
ど
多
様
な

条
件
で
の
実
施
は
難
し
い
。
そ

こ
で
、
模
型
車
両
を
用
い
て
の

台
車
軸
箱
下
に
取
り
付
け
た
Ｌ

型
車
両
ガ
イ
ド
の
効
果
確
認
実

験
を
進
め
て
き
た
。

　
約
８
分
の
１
模
型
に
よ
る
振

動
台
を
用
い
て
の
定
置
の
正
弦

波
左
右
加
振
実
験
で
は
、

回

中
Ｌ
型
車
両
ガ
イ
ド
が
効
果
を

発
揮
し
な
か
っ
た
の
は
１
回
の

み
で
あ
っ
た
。

　
Ｈ
Ｏ
模
型
を
用
い
た
走
行
実

験
で
は
、
車
両
を
加
速
す
る
直

線
傾
斜
部
の
先
に
設
置
し
た
食

い
違
い
レ
ー
ル
部
で
の
Ｌ
型
車

両
ガ
イ
ド
の
効
果
は
、
食
い
違

い
レ
ー
ル
が
曲
線
の
場
合
に
は

車
輪
が
レ
ー
ル
を
乗
り
上
げ
Ｌ

型
車
両
ガ
イ
ド
が
効
果
を
発
揮

し
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

　
５

ゲ
ー
ジ
軌
道
、
縮
尺
約

８
分
の
１
車
両
を
用
い
た
、
屋

外
で
の
長
さ
約

の
軌
道
で

の

度
の
角
折
れ
部
脱
線
実
験

で
は
、
車
輪
が
レ
ー
ル
に
大
き

な
ア
タ
ッ
ク
角
度
で
衝
突
し
て

い
く
の
で
、
Ｌ
型
車
両
ガ
イ
ド

は
効
果
を
発
揮
し
な
い
こ
と
が

多
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
る

と
、
車
輪
と
レ
ー
ル
が
平
行
し

て
脱
線
す
る
場
合
に
は
Ｌ
型
ガ

イ
ド
の
効
果
が
大
き
い
が
、
両

者
が
角
度
を
持
つ
場
合
に
は
車

輪
の
乗
り
上
が
り
と
同
時
に
Ｌ

型
ガ
イ
ド
も
レ
ー
ル
を
乗
り
越

え
て
し
ま
い
効
果
を
発
揮
し
な

い
こ
と
が
多
い
と
言
え
る
。

　
今
後
は
軌
道
条
件
、
脱
線
形

態
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
対
す

る
逸
脱
防
止
対
策
効

果
の
評
価
を
深
度
化

し
て
、
よ
り
安
全
性

を
増
す
対
策
の
組
み

合
わ
せ
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
感
ず
る
。

検
討
に
は
計
算
機
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

有
効
な
手
段
と
考
え

る
。

　

年

月
に
最
大
震
度
７
の

中
越
地
震
で
上
越
新
幹
線
が
脱

線
し
た
。
営
業
中
新
幹
線
の
初

め
て
の
脱
線
で
あ
っ
た
。
幸
い

死
傷
者
は
出
な
か
っ
た
が
、
最

後
尾
車
両
は
対
向
線
を
支
障

し
、
大
事
故
に
な
る
可
能
性
も

あ
っ
た
。

　
こ
の
事
故
を
踏
ま
え
、
新
幹

線
関
係
鉄
道
事
業
者
、
鉄
道
総

合
技
術
研
究
所

鉄
道
総
研
、

鉄
道

運
輸
機
構
、
国
土
交
通

省
に
よ
り
「
新
幹
線
脱
線
対
策

協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
今
ま

で
の
地
震
対
策
に
加
え
て
の
対

策
の
検
討
、開
発
が
行
わ
れ
た
。

　
東
日
本
旅
客
鉄
道

Ｊ
Ｒ
東

日
本

で
は
、
新
幹
線
脱
線
事

故
で
先
頭
車
両
の
排
障
器
受
け

と
脱
線
し
た
車
輪
が
レ
ー
ル
を

挟
ん
だ
状
態
で
走
行
し
た
結

果
、
先
頭
車
両
が
レ
ー
ル
か
ら

大
き
く
逸
脱
し
な
か
っ
た
点
を

も
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
Ｌ
型
車
両

ガ
イ
ド
を
開
発
し
、

年
８
月

に
全
て
の
新
幹
線
車
両
に
設
置

が
完
了
し
た
。
軸
箱
下
部
に
取

り
付
け
た
Ｌ
型
ガ
イ
ド
に
よ
り

脱
線
し
た
車
輪
を
レ
ー
ル
に
沿

っ
て
走
ら
せ
、
か
つ
車
輪
が
レ

ー
ル
締
結
装
置
を
破
損
さ
せ
な

い
位
置
と
な
る
逸
脱
防
止
対
策

で
あ
る
。
合
わ
せ
て
、
Ｌ
型
ガ

イ
ド
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め

の
接
着
絶
縁
継
ぎ
目
の
破
断
防

止
策
、
レ
ー
ル
転
倒
防
止
装
置

の
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
海
旅
客
鉄
道

Ｊ
Ｒ
東

海

で
は
、
ま
ず
脱
線
を
極
力

防
止
す
る
た
め
に
、
保
守
作
業

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
構
造

の
脱
線
防
止
ガ
ー
ド
の
設
置
、

万
一
脱
線
し
た
場
合
の
逸
脱
防

止
の
た
め
の
台
車
中
央
部
へ
の

逸
脱
防
止
ス
ト
ッ
パ
ー
の
設
置

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
西
日
本
旅
客
鉄
道

Ｊ
Ｒ
西

日
本

で
は
左
右
レ
ー
ル
間
に

幅
約

の
逸
脱
防
止
ガ
ー

ド
の
設
置
を
開
始
し
た
。

　
筆
者
の
国
鉄
技
術
研
究
所
に

入
っ
て
の
最
初
の
仕
事
は
、
北

海
道
狩
勝
実
験
線
で
の
貨
車
脱

線
実
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も

脱
線
現
象
の
解
明
を
通
し
て
鉄

道
の
安
全
性
向
上
に
努
力
し
て

き
た
。
そ
の
過
程
で
、
１
０
０

％
脱
線
を
な
く
す
こ
と
は
難
し

く
、
脱
線
後
の
被
害
拡
大
を
防

止
す
る
研
究
の
重
要
性
も
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
学
教
員
に
な
っ
た
後
に
、

こ
の
分
野
の
研
究
を
開
始
し
、

そ
の
成
果
を

―

年
３
月
に

発
表
し
た
。

　

過
去
の
脱
線
、
転
覆
事
故

の
調
査

　
１
９
９
８
年
ド
イ
ツ
で
の
Ｉ

Ｃ
Ｅ
脱
線
事
故
、

年
九
州
旅

客
鉄
道

Ｊ
Ｒ
九
州

で
の
特

急
電
車
脱
線
事
故
で
は
、
脱
線

し
て
も
直
線
で
大
き
な
外
乱
が

な
け
れ
ば
線
路
に
沿
っ
て
走
行

し
て
い
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｅ
事
故
で
は
右
側
に
脱

線
し
て
約
６

走
行
し
た
後

分
岐
器
区
間
で
左
車
輪
が
リ
ー

ド
レ
ー
ル
に
誘
導
さ
れ
て
列
車

は
右
へ
大
き
く
振
ら
れ
道
路
橋

の
橋
脚
に
激
突
し
大
事
故
と
な

っ
た
。

年
営
団
地
下
鉄

現

東
京
地
下
鉄

日
比
谷
線
中
目

黒
脱
線
衝
突
事
故
で
は
脱
線
後

約

走
行
し
た
後
、
横
取
り

装
置
の
リ
ー
ド
レ
ー
ル
に
誘
導

さ
れ
列
車
は
右
に
振
ら
れ
て
い

き
、
対
向
車
と
衝
突
し
大
き
な

事
故
と
な
っ
た
。

　
こ
の
二
つ
の
事
故
で
は
分
岐

器
の
リ
ー
ド
レ
ー
ル
が
車
体
を

左
右
に
大
き
く
振
る
役
目
を
し

て
い
て
、
事
故
拡
大
要
因
と
な

っ
た
。
見
方
を
変
え
る
と
、
線

路
間
に
設
け
た
レ
ー
ル
に
よ
り

列
車
を
誘
導
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
脱
線

後
の
列
車
を
大
き
く
左
右
に
振

ら
せ
ず
に
、
地
上
構
造
物
へ
の

激
突
や
、
転
覆
を
防
ぐ
、
「
逸

脱
防
止
レ
ー
ル
」
が
成
り
立
つ

こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
調
査

　
脱
線
後
に
レ
ー
ル
が
車
両
の

逸
脱
を
防
止
で
き
る
か
を
、
比

較
的
簡
易
な
モ
デ
ル
を
作
成
し

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
脱
線

後
、
レ
ー
ル
は
車
両
の
レ
ー
ル

外
へ
の
逸
脱
防
止
に
効
果
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
「
鉄
道
版
防
護
柵
」
の
効

果
が
確
認
さ
れ
、
自
動
車
用
剛

性
防
護
柵
と
同
レ
ベ
ル
の
仕
様

で
成
り
立
ち
得
る
見
通
し
が
得

ら
れ
た
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １０月１４日 金曜日 　　


